
JP 5011469 B2 2012.8.29

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶パネルと、
　前記液晶パネルの背面に設置されるバックライトと、
　前記液晶パネルの前面周縁を覆って保持し、前記バックライト側に延びる側壁をもつ上
フレームと、
を有し、
　前記液晶パネルは、主面に薄膜トランジスタを形成した第１基板と、外面に透光性導電
膜を有する第２基板と、前記第１基板と前記第２基板の間に配置された液晶とを有し、
　前記バックライトは、光源及び導光板を収容して前記液晶パネル側に延びる側壁を有す
る金属製のバックライト下フレームと、該バックライト下フレームの側壁端側に前記液晶
パネル側から設置される枠状のバックライト上フレームとを有し、
　前記バックライト下フレームの上端部が前記バックライト上フレームの内側に配置され
、
　前記第２基板の前記透光性導電膜に接続すると共に、その他端が前記バックライト上フ
レームに設けた開口を通して前記バックライト下フレームに接続する導電性シートを有す
ることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記導電性シートは短冊状であり、前記一端および他端は前記短冊状の長手方向にある
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ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】
　請求項１において、
　前記バックライト上フレームは、前記下フレーム側に向って延びる側壁を有し、前記開
口が前記バックライト上フレームの側壁に形成され、前記開口の下部に位置する側壁に前
記導電性シートの前記他端の部分を収容する膨出部を有することを特徴とする液晶表示装
置。
【請求項４】
　請求項３において、
　前記膨出部は前記導電性シートの長手方向と直交する方向にスリットを有することを特
徴とする液晶表示装置。
【請求項５】
　請求項１において、
　前記液晶パネルは、前記第２基板の内面に電極を有しない横電界型液晶パネルであるこ
とを特徴とする液晶表示装置。
【請求項６】
　請求項１において、
　前記バックライトは、導光板と該導光板の側縁に沿って設置される光源と、前記液晶パ
ネルとの間に位置するプリズムシートと拡散シートを積層した光学補償シート類で構成さ
れることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項７】
　請求項１において、
前記バックライト下フレームの側壁部は一部に凹部を有し、前記凹部に前記導電性シート
が接触していることを特徴とする液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置にかかり、特にその液晶パネルの前面側に帯電した静電気を金
属フレームなどの接地部材に対して確実に放流する構成を備えた液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、液晶パネルにバックライトや表示制御回路基板などを組み合わせて、
フレームを用いて一体的に構成される。液晶パネルは、主面に薄膜トランジスタからなる
画素回路を形成した第１基板：薄膜トランジスタ基板（ＴＦＴ基板）と、主面にカラーフ
ィルタなどを備えた画像表示面側である第２基板：対向基板（ＣＦ基板）とを貼り合わせ
た間隙に液晶を封入して構成される。
【０００３】
　なお、ＴＮ型とも称する縦電界型では、対向基板の主面に共通電極（対向電極）が形成
され、ＩＰＳ型（横電界型）では対向基板の主面に電極を有しない。そして、ＴＦＴ基板
側にカラーフィルタを形成し、対向基板にはカラーフィルタを有しないもの、その他に所
謂ＶＡ型と称するものもある。ここでは、説明の複雑化を避けるために、対向基板を主と
してＣＦ基板として説明する。液晶パネルの面積の大部分を表示領域が占め、表示領域の
外周部分に駆動回路等が実装あるいは形成される。そして、通常は、この液晶パネルの背
面に、前記表示領域に形成される画像を明瞭にするためのバックライトと称する照明装置
が設けられる。
【０００４】
　液晶パネルを構成するＴＦＴ基板およびＣＦ基板は、共にガラス等の絶縁板を有し、特
にＴＦＴ基板はその主面に画素駆動用の電極等が形成されている。そして、外面には偏光
板が貼付されている。特に、表示面側の基板（ＣＦ基板）の外面には液晶の駆動電圧の印
加に伴う静電気が帯電する。所謂横電界方式の液晶表示装置では、その表示モード上、電
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界を横方向に形成する必要性から、ＴＦＴ基板の主面に櫛歯状に電極を形成する構造を有
する。ＣＦ基板側には電極を有しないため、液晶パネルの表示領域内で電極が形成されな
い面積の占める比率が増大する。そのため、特にこの型の液晶パネルでは、そのＣＦ基板
側の偏光板の表面に静電気が多く帯電し、この静電気により液晶表示装置の表示画像が乱
れる現象が発生し易い。
【０００５】
　図１４は、ＣＦ基板の帯電を防止するための従来構造の第１例を説明する要部断面図で
ある。図１４において、液晶パネルＬＣＤは、ＴＦＴ基板ＳＵＢ１とＣＦ基板ＳＵＢ２を
貼り合わせて構成される。ＴＦＴ基板ＳＵＢ１とＣＦ基板ＳＵＢ２の外面にはそれぞれ下
偏光板ＰＯＬ１、上偏光板ＰＯＬ２が貼付される。ＣＦ基板ＳＵＢ２と上偏光板ＰＯＬ２
の間にはインジウム・錫・オキサイドを好適とする透光性導電膜ＩＴＯが形成されている
。
【０００６】
　液晶パネルＬＣＤは、図示しないバックライトを保持する樹脂製のモールドフレームＭ
ＬＤに収納される。液晶表示装置は液晶パネルと上フレームＦＬ１との間に導電性ゴムク
ッションＣＲＣを介在させてある。上フレームＦＬ１は金属製であり、導電性ゴムクッシ
ョンＣＲＣとの間を導電性粘着材ＡＤで粘着させて固定している。ＴＦＴ基板ＳＵＢ１と
モールドフレームＭＬＤの間にはゴムクッションＲＣを介在させている。
【０００７】
　この構成例では、ＣＦ基板ＳＵＢ２の画像表示面の全面に形成した透光性導電膜ＩＴＯ
の上偏光板ＰＯＬ２に覆われていない部分の透光性導電膜ＩＴＯと上フレームＦＬ１の内
側周囲との間に導電性ゴムクッションＣＲＣ及び導電性粘着材ＡＤを介在させて接触させ
ることで、透明導電膜ＩＴＯと上フレームＦＬ１とを電気的に接続させ、ＣＦ基板ＳＵＢ
２の表面に帯電する静電気を、上フレームＦＬ１を通して接地に流している。
【０００８】
　図１５は、ＣＦ基板の帯電を防止するための従来構造の第２例を説明する要部断面図で
ある。液晶パネルＬＣＤは前記第１例と同様に、主面に図示しない駆動用の複数の薄膜ト
ランジスタ等が形成された透光性のＴＦＴ基板ＳＵＢ１と、主面にカラーフィルタ等が形
成された透光性のＣＦ基板ＳＵＢ２との対向間隙に液晶が封入されている。
【０００９】
　ＣＦ基板ＳＵＢ２の表面のほぼ全面には透光性導電膜ＩＴＯが形成されている。透光性
導電膜ＩＴＯ上の周辺を避けた大部分には上偏光板ＰＯＬ２が貼付され、同様にＴＦＴ基
板ＳＵＢ１の外面には下偏光板ＰＯＬ１が貼付されている。液晶パネルＬＣＤはバックラ
イトを保持する樹脂製のモールドフレームＭＬＤにゴムクッションＲＣで固定される。導
電性ゴムクッションＣＲＣは導電性粘着材ＡＤでＣＦ基板ＳＵＢ２の透光性導電膜ＩＴＯ
とモールドフレームＭＬＤに粘着される。この構成でＣＦ基板ＳＵＢ２の透光性導電膜Ｉ
ＴＯは金属製の上フレームＦＬ１に電気的に接続される。
【００１０】
　導電性ゴムクッションＣＲＣは、例えばシリコーンゴム材にカーボン等の導電性材料や
金属材料の何れかの単体または合金の微粒子を含有させて弾性力を有する略短冊状に形成
される。その他の導電性ゴムクッションＣＲＣの例として、特許文献２に開示されたもの
がある。透光性導電膜ＩＴＯは、ＣＦ基板ＳＵＢ２の表面の全面にＩＮ2Ｏ3とＳｎＯ2と
からなる合金をスパッタリング法により数百ｎｍの厚さで被着形成されている。この導電
性ゴムＣＲＣには透光性導電膜ＩＴＯの表面及びモールドフレームＭＬＤの段差部の一部
と接触する面に導電性粘着材ＡＤが接着配置されている。また、上偏光板ＰＯＬ２は、透
光性導電膜ＩＴＯの上に配置される。この上偏光板ＰＯＬ２は、偏光層と反射防止層等と
を積み重ねた多層構造からなる。
【００１１】
　図１６は、ＣＦ基板の帯電を防止するための従来構造の第３例を説明する要部断面図で
ある。図１４、図１５と同一符号は同一機能部分に対応する。図１６において、導電性ゴ
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ムクッションＣＲＣは一端にガラスの保護用パッキングのような開口部を有する断面逆ユ
字状に形成され、この開口部の内面は鏡面仕上げされ、吸着性を有して液晶パネルＬＣＤ
のＴＦＴ基板ＳＵＢ１とＣＦ基板ＳＵＢ２の各外面に密着している。
【００１２】
　導電性ゴムクッションＣＲＣの開口部には、液晶パネルＬＣＤの隅部においてその端部
を弾性力及び吸着力により挟持させ、この導電性ゴムクッションＣＲＣの他端をモールド
フレームＭＬＤの一部と上フレームＦＬ１の内面との間に弾性力により挟持させて保持固
定させる。これによって透光性導電膜ＩＴＯと上フレームＦＬ１とが液晶パネルの表示領
域外で導電性ゴムクッションＣＲＣを介して電気的に接続させる。
【００１３】
　上記した従来技術を開示したものとして、特許文献１、特許文献２を挙げることができ
る。
【特許文献１】特開２００５－７７５９０号公報
【特許文献２】特開２００４－９３７１８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　従来技術は、導電性ゴムクッションと上フレームの導通を取る場所を決められたスペー
ス内で別に確保する必要がある。表示面の額縁が狭い場合や形状の自由度が高い樹脂成型
品を上フレームの下に有しない仕様の液晶表示装置には適用することが困難である。さら
に、上フレームが導電材料で無い場合や、外観のために上フレームに黒色塗装や黒色メッ
キをして上フレーム表面の導電性が小さくなったものにも上記従来技術の適用は困難であ
る。
【００１５】
　近年は、液晶表示装置全体のさらなる狭額縁化、薄型化が要求されている。このための
対策の一つに、バックライトを収容する樹脂製のモールドフレームに代えて金属製のフレ
ーム（バックライトフレーム）を用いることが提案されている。このようなバックライト
フレームを用いた液晶表示装置には前記した従来の静電気対策構造は適用できない。した
がって、本発明の目的は、液晶表示装置全体のさらなる狭額縁化、薄型化に伴う液晶パネ
ルの効果的な静電気対策構造を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　上記目的を達成するため、本発明は、上フレームの内側で可撓性で導電性のゴムクッシ
ョンを金属製のバックライトフレームとの間に橋渡して接地に接続させる構造とした。
【００１７】
　本発明の液晶表示装置は、液晶パネルと、前記液晶パネルの背面に設置されるバックラ
イトと、前記液晶パネルの前面周縁を覆って保持し、前記バックライト側に延びる側壁を
もつ上フレームと、前記バックライトを背面から保持して前液記晶パネル側に延び、前記
上フレームに係合する側壁をもつ下フレームとを有する。
【００１８】
　前記液晶パネルは、その主面に画素回路を構成する薄膜トランジスタや必要によりその
他の回路を形成した第１基板と、外面に透光性導電膜を有する第２基板と、前記第１基板
と前記第２基板の間に配置された液晶とを有する。
【００１９】
　前記バックライトは、光源及び導光板を収容して前記液晶パネル側に延びる側壁を有す
る金属製のバックライト下フレームと、該バックライト下フレームの側壁端側に前記液晶
パネル側から設置される枠状のバックライト上フレームとを有する。
【００２０】
　前記バックライト下フレームの上端部が前記バックライト上フレームの内側に配置され
、前記第２基板の前記透光性導電膜に接続すると共に、その他端が前記バックライト上フ
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レームに設けた開口を通して前記バックライト下フレームに接続する導電性シートを有す
る。
【００２１】
　本発明は、液晶パネルで構成される上記の液晶表示装置に限らず、動作中に静電気が帯
電する表示面を有する各種の平面型表示パネルを用いた表示装置（フラット・パネル・デ
ィスプレイ）にも同様に適用できる。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、金属製のバックライト下フレームの側壁で液晶パネルとの導通を取る
ため、額縁の狭小化に資する。また、可撓性の導電材（例えば、導電性ゴムクッション）
を用いることで、狭く曲がりの多いスペースを通して導電路を敷設できるため、液晶パネ
ルと接地部材の間の確実な電気的接続が実現可能となる。また、表示面を接地することで
、画像表示面における静電気の帯電防止に限らず、漏洩電磁波の輻射を抑制できる。さら
に、可撓性の導電材を用いることで組み立て作業が容易で、構造安定性の高い製品作製が
可能となるので、歩留まりを向上させることができ、信頼性の高い高画質の画像表示装置
が得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　以下、本発明の最良の実施形態について、実施例を参照して詳細に説明する。
【実施例１】
【００２４】
　図１は、本発明の液晶表示装置の実施例１を説明する要部断面図である。また、図２は
、本発明の液晶表示装置の実施例１を説明する図１の矢印Ａ方向から見た要部斜視図であ
る。図２では、図１における上フレームを取り去った状態で実施例１の特徴部分を露呈さ
せてある。この液晶表示装置は、液晶パネルＬＣＤとバックライト組立ＢＬを備える。液
晶パネルＬＣＤは第１基板ＳＵＢ１と第２基板ＳＵＢ２の各主面で液晶を挟持してなる。
第1基板（以下、ＴＦＴ基板という）の主面には画素電極と薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）
等の能動素子が形成され、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）により画像表示の制御がなされて
いる。一方、第2基板（以下ＣＦ基板という）の主面にはカラーフィルタが形成されてい
る。そして、液晶パネルＬＣＤは、ＴＦＴ基板ＳＵＢ１とＣＦ基板ＳＵＢ２の各基板の外
面に下偏光板ＰＯＬ１、上偏光板ＰＯＬ２を貼付してある。バックライト組立（以下、バ
ックライトという）ＢＬは、光源及び導光板を収容したバックライト下フレームＢＬＦ２
とバックライト上フレームＢＬＦ１を重ね合わせて構成される。
【００２５】
　液晶表示装置は、液晶パネルの上側に配置され表示領域に相当する部位に開口を持った
上フレームＦＬ１と、液晶パネルの下側にバックライトＢＬを備える。また、バックライ
トＢＬの下側には表示制御回路基板やバックライトの電源基板などが配置され、これらの
回路基板は下フレームＦＬ２によって覆われている。
【００２６】
　バックライトＢＬは導光板ＧＬＢと、導光板ＧＬＢの少なくとも１側面に設置した光源
（図示せず）と、プリズムシートや拡散シート等からなる光学補償シート類ＯＰＳで構成
される。導光板ＧＬＢの下側には反射シートＲＦが設置される。液晶パネルＬＣＤのＣＦ
基板ＳＵＢ２の外表面には、透光性導電膜ＩＴＯが形成され、表示領域の外側（外周）の
一部又は全部で上偏光板ＰＯＬ２から露呈している。
【００２７】
　前記バックライトＢＬは、金属製のバックライト上フレームＢＬＦ１とバックライト下
フレームＢＬＦ２を有し、前記バックライト上フレームＢＬＦ１の下端部とバックライト
下フレームＢＬＦ２の上端部とは前記液晶パネルＬＣＤの平面に交差する側面でバックラ
イト上フレームＢＬＦ１がバックライト下フレームＢＬＦ２の外側に重ね合っている。図
２の斜視図に示されたように、ＣＦ基板ＳＵＢ２の表面で、透光性導電膜ＩＴＯの上に導
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電性粘着材（図示せず）を介して短冊状の導電性シートを貼り付けた。特に、本実施例で
は導電性シートとして導電性ゴムクッションＣＲＣを使用し、その一端側を接続してある
。
【００２８】
　導電性ゴムクッションＣＲＣの他端側はバックライト上フレームＢＬＦ１に開けた穴Ｂ
ＦＨを通してバックライト下フレームＢＬＦ２に貼り付けて接続されている。この穴ＢＦ
Ｈでは、バックライト上フレームＢＬＦ１の側壁がバックライト下フレームＢＬＦ２の側
壁と重なる部分の一部を開口させると共に、当該バックライト上フレームＢＬＦ１の下縁
部分の一部を外側に出っ張らせた膨出部ＰＪを形成してある。この膨出部ＰＪに導電性ゴ
ムクッションＣＲＣの他端側を収容するように構成される。
　なお、ＴＦＴ基板ＳＵＢ１の周縁には液晶パネルを駆動するドライバＤＲが搭載されて
いる。
【００２９】
　バックライト下フレームＢＬＦ２は金属製で、少なくとも表面は導電性とされている。
バックライト下フレームＢＬＦ２の背面には液晶パネルＬＣＤを駆動する回路基板が固定
され、接地電位を共通にしている。バックライト上フレームＢＬＦ１の一部には膨出部Ｐ
Ｊが形成され、図２に示したように導電性ゴムクッションが膨出部ＰＪとバックライト下
フレームに挟まれている。導電性ゴムクッションをバックライト上フレームＢＬＦ１とバ
ックライト下フレームＢＬＦ２とで挟むことで、例え導電性ゴムクッションがその反発力
でバックライト下フレームＢＬＦ２から浮いてしまっても、バックライト下フレームかバ
ックライト上フレームの何れか一方に導電性ゴムクッションが接触していれば、接地接続
することができる。。
【００３０】
　また、膨出部ＰＪを有することで導電性ゴムクッションをバックライト上フレームＢＬ
Ｆ１とバックライト下フレームＢＬＦ２の間に挿入し易くなっている。この場合、予め導
電性ゴムクッションの一端をバックライト上フレームＢＬＦ１とバックライト下フレーム
ＢＬＦ２の間に配置し、その後、バックライト上に液晶パネルを配置して、導電性ゴムク
ッションの他の一端を液晶パネルに貼り付けても良い。また、バックライトの上に液晶パ
ネルを配置した後に、液晶パネルとバックライト下フレームを導電性ゴムクッションで接
続することもできる。
【００３１】
　バックライト上フレームＢＬＦ１は液晶パネルの表示領域に相当する位置に開口を有す
る枠状体であり、金属製またはプラスチック成形品の何れかである。しかし、このバック
ライト上フレームＢＬＦ１は、形状安定性やＥＭＩ（電磁波干渉）を低減する観点から金
属製とするのが望ましい。その表面に塗装やメッキを施して表面を非導通としてあっても
問題は無い。
【００３２】
　図３及び図４は実施例１の構成に加え、外側に向って突出した膨出部ＰＪに内側（バッ
クライト下フレーム側）に突出した突出部（以下、凹み部という）ＡＬを備える。図３は
要部断面図、図４は図３の矢印Ａ方向から見た要部斜視図である。
【００３３】
　図３及び図４の液晶表示装置は、バックライト上フレームＢＬＦ１に開けた穴ＢＦＨの
下部分を外側に出っ張らせて膨出部ＰＪを形成してある。さらに、この膨出部ＰＪの一部
を内側へ凹ませて凹み部ＡＬとしてある。また、バックライト上フレームＢＬＦ１の対応
部分を単に内側に凹ませて導電性ゴムクッションＣＲＣをバックライト下フレームＢＬＦ
２に押し付ける効果を持たせてもよい。このような構成とすることで、導電性ゴムクッシ
ョンをバックライト上フレームＢＬＦ１とバックライト下フレームＢＬＦ２とで確実に挟
むことができ、導電性ゴムクッションがその反発力でバックライト下フレームＢＬＦ２か
ら浮いてしまうのを防止できる。
【００３４】
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　実施例１により、液晶表示装置全体のさらなる狭額縁化、薄型化を実現すると共に、簡
素な構造で液晶パネルに帯電する静電気を効率よく除去することができる。
【実施例２】
【００３５】
　図５は、本発明の液晶表示装置の実施例２を説明する要部斜視図である。実施例２は、
実施例１における膨出部ＰＪの片側（導電性ゴムクッションＣＲＣの長手方向の一辺）を
バックライト下フレームＢＬＦ２から切り離してある。その他の部分は実施例１と同様な
ので、重複説明はしない。この構成により、導電性ゴムクッションＣＲＣが差し込み易く
なる。
　図６は、本発明の液晶表示装置の実施例２を説明する要部断面図である。また、図７は
、本発明の液晶表示装置の実施例２を説明する図６の矢印Ａ方向から見た要部斜視図であ
る。本実施例では導電性ゴムクッションＣＲＣの他端側をバックライト上フレームＢＬＦ
１に開けた穴ＢＦＨを通してバックライト下フレームＢＬＦ２に貼り付けている。更に、
外側に向って突出した膨出部ＰＪに内側に向う（バックライト下フレームに向う）突出部
ＡＬを備える。また、膨出部ＰＪの片側（導電性ゴムクッションＣＲＣの長手方向の一辺
）をバックライト下フレームＢＬＦ２から切り離してある構造が実施例１と異なる。
【００３６】
　実施例２では、バックライト上フレームＢＬＦ１の下縁部分を外側に向って突出させた
膨出部ＰＪを形成し、この膨出部ＰＪの一部を内側へ凹ませて凹みＡＬとしてある。また
、バックライト上フレームＢＬＦ１の対応部分を単に内側に凹ませて導電性ゴムクッショ
ンＣＲＣをバックライト下フレームＢＬＦ２に押し付ける効果を持たせてもよい。
【００３７】
　なお、図７に示すように、膨出部ＰＪの片側（導電性ゴムクッションＣＲＣの長手方向
の一辺に平行する部分）をバックライト下フレームＢＬＦ２から切り離してスリットＳＬ
Ｔとしてある。この構成により、導電性ゴムクッションＣＲＣを幅方向から膨出部ＰＪ内
に差し込み易くなり、組み立てが容易である。
【００３８】
　実施例２によっても、液晶表示装置全体のさらなる狭額縁化、薄型化を実現すると共に
、簡素な構造で液晶パネルに帯電する静電気を効率よく除去することができる。
【実施例３】
【００３９】
　図８は、本発明の液晶表示装置の実施例３を説明する要部断面図である。また、図９は
、本発明の液晶表示装置の実施例３を説明する図８の矢印Ａ方向から見た要部斜視図であ
る。また、図１０は液晶表示装置の要部展開図である。実施例１と同様な部分には同じ符
号を付してある。
【００４０】
　本実施例では、バックライト上フレームには膨出部が形成されていない。また、バック
ライト上フレームはバックライト下フレームを露呈する穴ＢＦＨが設けられている。
　一方、バックライト下フレームＢＬＦ２には凹み部ＲＥＣが形成されている。
　バックライト下フレームＢＬＦ２の側壁に延在する導電性ゴムクッションＣＲＣは、穴
ＢＦＨを通ってバックライト下フレームＢＬＦ２に形成した凹み部ＲＥＣに接続している
。つまり、バックライト下フレームの側壁部は一部に凹み部を有し、この凹部に導電性シ
ートが接触している。
【００４１】
　このとき導電性ゴムクッションＣＲＣは導電性接着材によってバックラト下フレームＢ
ＬＦ２に貼り付けられている。また、導電性ゴムクッションはバックラト上フレームとバ
ックラト下フレームにより挟まれている。即ち、バックライト下フレームＢＬＦ２の側壁
外面とバックライト上フレームＢＬ１の側壁内面の両方に接触している。
　このような構成とすることで、導電性ゴムクッションをバックライト上フレームＢＬＦ
１とバックライト下フレームＢＬＦ２とに確実に接続できる。
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【００４２】
　実施例３によっても、液晶表示装置全体のさらなる狭額縁化、薄型化を実現すると共に
、簡素な構造で液晶パネルに帯電する静電気を効率よく除去することができる。
【００４３】
　図１１は、本発明の液晶表示装置の全体構成の一例を説明するための展開斜視図である
。バックライトＢＬはバックライト下フレームＢＬＦ２の上に反射シートＲＦＳ、導光板
ＧＬＢ、光源ＬＳ、拡散シートやプリズムシートからなる光学シート類ＯＰＳを乗せ、バ
ックライト上フレームＢＬＦ１で周辺を保持して一体化される。なお、バックライト上フ
レームＢＬＦ１上に光学シートＯＰＳをのせる場合もある。さらに、ドライバＤＲを有し
偏光板を貼りつけた液晶パネルＬＣＤをバックライトＢＬに乗せ、その上方から金属製の
上フレームＦＬ１で周縁を覆う。ＦＰＣ１はドライバＤＲ（走査駆動回路、データ駆動回
路）に信号を供給するフレキシブルプリント基板、ＰＢは表示制御回路、ＦＰＣ２は光源
の給電などのケーブルである。バックライト下フレームＢＬＦ２の背面には液晶駆動回路
を備えたプリント基板ＢＰが配置され、プリント基板は下フレームＦＬ２によって覆われ
ている。
【００４４】
　実施例１乃至３の各実施例では導電性シートとして導電性ゴムクッションＣＲＣを使用
したが、前述の各実施例においては、必ずしも導電性シートに弾性は必要無い。また、上
フレームは導電性である必要が無いので、金属で無くても良い。例えば樹脂製の上フレー
ムを使用しても良い。この場合、樹脂製上フレームの変形により液晶パネルの表示に斑を
改善できる。
【００４５】
　導光板の側端部の面に光源を配置したサイドエッジ型のバックライトについて説明した
が、本発明は液晶パネルの直下に光源を配置した直下型のバックライトにも適用できる。
また、光源はＣＦＬでも良いしＬＥＤでも良い。
【実施例４】
【００４６】
　図１２は、本発明の液晶表示装置の実施例４を説明する要部断面図である。図１３は、
本発明の液晶表示装置に使用する導電性ゴムの他の構成を説明する断面図である。
　本実施例では、導電性部材ＣＲＣの弾性を制御している。また、本実施例では導電性部
材として導電性ゴムクッションを例に説明する。導電性ゴムクッションＣＲＣは導電性、
加工性に優れているため、本発明の実施に好適である。
　液晶パネルＬＣＤは、第１基板側の面を、接着剤を付着したゴムクッションＲＣによっ
てバックライト上フレームＢＦＬ１に固定されている。一方、液晶パネルの第２基板側の
面は、液晶パネルの外周に沿って金属製の上フレームＦＬ１により覆われている。上フレ
ームＦＬ１は液晶パネルの側面と対向する側壁と、液晶パネル前面と略平行に延びる庇部
とを備える。
【００４７】
　導電性ゴムクッションＣＲＣは第２基板上に設けた透光性導電膜ＩＴＯに接触して配置
してある。即ち、導電性ゴムクッションＣＲＣはＣＦ基板ＳＵＢ２に形成した透光性導電
膜ＩＴＯと上フレームとで挟まれている。導電性ゴムクッションは上フレームの庇部内面
に導電性接着材により固定されている。また、導電性ゴムクッションは液晶パネル周辺部
全域に画像表示領域を囲んで配置しても良く、液晶パネル周辺部の一部に配置しても良い
。
【００４８】
　導電性ゴムクッションは内部に空間を有する筒状である。ＣＦ基板ＳＵＢ２と上フレー
ムとで挟んでいるが、表示斑が発生する程度の応力は液晶パネルにはかかっていない。
【００４９】
　図１３（ａ）乃至（ｅ）は導電性ゴムクッションの変形例であり、導電性ゴムクッショ
ンの断面図である。
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　図１３（ａ）台形の導電性ゴムクッション、図１３（ｂ）は三角形の導電性ゴムクッシ
ョン、図１３（ｃ）はＴ字状の導電性ゴムクッションである。これらの導電性ゴムクッシ
ョンはパネル接触側の体積が上フレーム側の体積より少なく形成されている。そのため、
導電性ゴムクッションはパネルとの接触部で変形し易い構造となっている。結果、液晶パ
ネルに応力が加わり難く、表示斑を防止できる。
【００５０】
　図１３（ｄ）の導電性ゴムクッションは、上フレーム及び透光性導電膜との接触部に平
面部を有し、内部に空間を有し、且つ一部に内部空間と外部空間とを繋ぐ穴が形成されて
いる。図１３（ｅ）はＣ字状の導電性ゴムクッションである。図１３（ｄ）と図１３（ｅ
）に記載した形状は、内部空間と外部空間を繋ぐ穴が形成されているため、内部空間の圧
力に影響されること無く、透光性導電膜と上フレームとの導通をとることができる。
【００５１】
　本実施例によれば、導電性ゴムクッションの弾性を制御することで、狭額縁で且つ導電
性ゴムクッション近傍の表示斑を抑制できる。
【図面の簡単な説明】
【００５２】
【図１】本発明の液晶表示装置の実施例１を説明する要部断面図である。
【図２】本発明の液晶表示装置の実施例１を説明する図１の矢印Ａ方向から見た要部斜視
図である。
【図３】本発明の液晶表示装置の実施例１の他の構成を説明する要部断面図である。
【図４】本発明の液晶表示装置の実施例１の他の構成を説明する図３の矢印Ａ方向から見
た要部斜視図である。
【図５】本発明の液晶表示装置の実施例２を説明する要部斜視図である。
【図６】本発明の液晶表示装置の実施例２の他の構成を説明する要部断面図である。
【図７】本発明の液晶表示装置の実施例２の他の構成を説明する図６の矢印Ａ方向から見
た要部斜視図である。
【図８】本発明の液晶表示装置の実施例３を説明する要部断面図である。
【図９】本発明の液晶表示装置の実施例３を説明する図８の矢印Ａ方向から見た要部斜視
図である。
【図１０】本発明の液晶表示装置の実施例３を説明する図９の要部展開図である。
【図１１】本発明の液晶表示装置の全体構成の一例を説明するための展開斜視図である。
【図１２】本発明の液晶表示装置の実施例４を説明する要部断面図である。
【図１３】実施例４の変形例を説明する要部断面図である。
【図１４】ＣＦ基板の帯電を防止するための従来構造の第１例を説明する要部断面図であ
る。
【図１５】ＣＦ基板の帯電を防止するための従来構造の第２例を説明する要部断面図であ
る。
【図１６】ＣＦ基板の帯電を防止するための従来構造の第３例を説明する要部断面図であ
る。
【符号の説明】
【００５３】
　ＳＵＢ１・・・ＴＦＴ基板、ＳＵＢ２・・・ＣＦ基板、ＰＯＬ１・・・下偏光板、ＰＯ
Ｌ２・・・上偏光板、ＬＣＤ・・・液晶パネル、ＢＬ・・・バックライト、ＢＬＦ１・・
・バックライト上フレーム、ＢＬＦ２・・・バックライト下フレーム、ＧＬＢ・・・導光
板、ＯＰＳ・・・光学補償シート類、ＣＲＣ・・・導電性ゴムクッション。
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